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将来に関する記述についての注意事項

この資料には、当社または当社グループ（以下、TDKグループといいます。）に関する
業績見通し、計画、方針、経営戦略、目標、予定、認識、評価等といった、将来に関する
記述があります。これらの将来に関する記述は、TDKグループが、現在入手している情報
に基づく予測、期待、想定、計画、認識、評価等を基礎として作成しているものであり、既
知または未知のリスク、不確実性、その他の要因を含んでいるものです。従って、これら
のリスク、不確実性、その他の要因による影響を受けることがあるため、TDKグループの
将来の実績、経営成績、財務状態が、将来に関する記述に明示的または黙示的に示さ
れた内容と大幅に異なったものとなる恐れもあります。また、TDKグループはこの資料を
発行した後は、適用法令の要件に服する場合を除き、将来に関する記述を更新または修
正して公表する義務を負うものではありません。
TDKグループの主たる事業活動領域であるエレクトロニクス市場は常に急激な変化に

晒されています。TDKグループに重大な影響を与え得る上記のリスク、不確実性、その他
の要因の例として、技術の進化、需要、価格、金利、為替の変動、経済環境、競合条件の
変化、法令の変更等があります。なお、かかるリスクや要因はこれらの事項に限られるも
のではありません。

この資料には、当社または当社グループ（以下、TDKグループといいます。）に関する
業績見通し、計画、方針、経営戦略、目標、予定、認識、評価等といった、将来に関する
記述があります。これらの将来に関する記述は、TDKグループが、現在入手している情報
に基づく予測、期待、想定、計画、認識、評価等を基礎として作成しているものであり、既
知または未知のリスク、不確実性、その他の要因を含んでいるものです。従って、これら
のリスク、不確実性、その他の要因による影響を受けることがあるため、TDKグループの
将来の実績、経営成績、財務状態が、将来に関する記述に明示的または黙示的に示さ
れた内容と大幅に異なったものとなる恐れもあります。また、TDKグループはこの資料を
発行した後は、適用法令の要件に服する場合を除き、将来に関する記述を更新または修
正して公表する義務を負うものではありません。
TDKグループの主たる事業活動領域であるエレクトロニクス市場は常に急激な変化に

晒されています。TDKグループに重大な影響を与え得る上記のリスク、不確実性、その他
の要因の例として、技術の進化、需要、価格、金利、為替の変動、経済環境、競合条件の
変化、法令の変更等があります。なお、かかるリスクや要因はこれらの事項に限られるも
のではありません。
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2010年3月期 連結業績 概要
（単位：百万円，％）

期

科　　目

2.7

13,520 76,680

△ 489円

当社株主に帰属する当期純利益(△損失) △ 63,160 1.7

80,079

103,537

82銭

△ 7.5

△ 11.2

△ 8.7

△ 81,630

104円

（2009.4.1～2010.3.31）

当　期

売上高比

-

81,458

-

100.0

3.2

11.2

-

金   額

727,400

△ 54,305

増　減

金   額

前　期
（2008.4.1～2009.3.31）

売上高比 増減率金　額

１株当たり当社株主に帰属する

71銭

100.0 808,858売 上 高

25,774営 業 利 益 (△ 損 失 )

－基本

21,907税引前当期純利益(△損失)

当期純利益(△損失)金額：

(単位：億円) 前期 当期
一時費用 380 130

売上換算レート 前期 当期 変化
US$ = Yen 100.7 92.9 7.8%円高
Euro = Yen 144.1 131.2 8.9%円高

売上高 約452億円の減収
営業利益 約139億円の減益

為替影響　・・・
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◆TDKグループ

受動部品,HDDヘッドともに出荷数量は回復傾向

構造改革による損益改善効果

◆エレクトロニクス市場

セット製品は前期末に底入れし当期末にかけて増加基調

新興国市場の回復にともないセット製品の2極化が加速

金額ベースでの市場規模は生産台数ほどには回復せず

決算の特徴
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2011年3月期 連結業績 見通し

2010年3月期 2011年3月期 増減額 増減率
(単位：億円) 通期　実績 通期　見通し (％)

売上高 8,089 8,800 711 8.8%

営業利益 258 620 362 140.6%

税引前当期純利益 219 600 381 173.9%

当期純利益 135 450 315 232.8%

為替レート 93 87
(U.S.$=Yen)

　　　* 2011年3月期の対米ドルと対ユーロ円平均レートは、各々87円、130円を想定しております。

　　　  当期純利益は「当社株主に帰属する当期純利益」です。

＊

2010年4月30日
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2011年3月期 注力する分野・製品

ブロードバンド分野

スマートフォン市場の拡大

高周波部品売上げ拡大 ＜＝ EPCOS統合シナジー効果

カーエレクトロニクス分野

HEV/EV市場の拡大

DC-DCコンバーター

トランス

フィルムコンデンサー
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2011年3月期 注力する分野・製品

情報家電分野

フラットTV、PC市場の拡大

HDDヘッド

受動部品全般へ受注拡大要因

その他の市場

産業機器市場の回復

スイッチング電源

アルミ電解コンデンサー

フィルムコンデンサー



本資料では、業績の概略を把握していただく目的で、多くの数値は億円単位にて表示しております。百万円
単位にて管理している原数値を丸めて表示しているため、本資料に表示されている合計額、差額などが1億
円の桁において、不正確と見える場合があります。詳細な数値が必要な場合は、決算短信付属資料を参照し
ていただきますようお願いいたします。

プレゼンテーション資料に関する注記


